
 

 

 
 

 

№16 令和 8年７月８日 発行者；校長 小倉 大二 

 

正門横の壁画完成 
美術部が制作していた正門横の壁画が完成しました。下の写真が完成した壁画です。 
作成途中、地域の方々から「生徒さんたち、がんばっていますね。」「以前の絵が消えかか

っていて、壁が気になっていました。ありがとうございます。」など、おほめのお電話をいく

つもいただきました。生徒への励ましとなり、感謝しています。 

これからも、地域に愛される松ヶ江中学校でいたいと思います。 
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       壁画のコンセプト 「絆（きずな）」 
宇宙（そら）から伸びる手と海から伸びる手とが、固い握手をしています。それを太陽が温かく

見守っています。いろいろな「うねり」は「躍動」を表しています。 

 松ヶ江中学校の「生徒と生徒」、また、「生徒と教員」、また、「松ヶ江中学校と地域の皆様」とい

った、いろいろな関係性での「絆」を表しています。 

 松ヶ江中学校で、いろいろな「絆」が生まれ、よりよい未来に向けてがんばっていく生徒たちの

姿を表現しています。 

  

 



本市の熱中症防止の取組 
現在、熱中症防止の取組として、北九州市の小・中学校では、「暑さ指数(WBGT)」の値が「３１℃」

を超えると、すべての屋外での活動を中止することになっています。「暑さ指数」とは「気温」だけ

でなく「湿度」「日射・輻射熱（地面からの照り返しなど）」の 3 要素を取り入れ、熱中症の危険度を

数値化した指標です。 

部活動も例外ではなく、活動場所の「暑さ指数」の実測値が「３１℃」を超えた時点で、部活動を

中止するか、空調（冷房）の効く部屋に移動し、その部屋でできる活動を行うことになります。 

夏休みの部活動については、顧問から保護者会を通じて、活動の有無等の連絡が入ることになり

ます。天候によって当日の連絡になる場合もあります。何卒、ご理解、ご協力ください。 

 

夏休み明けの水泳学習に向けて水着の用意を！ 
上記の「暑さ指数」への対応は、水泳学習にもあてはまります。

水泳学習は水の中での活動で、案外、熱中症とは関係ないように

思えます。しかしながら、泳ぐ際も体から汗が出ており、また、

水中では汗をかいても気づきにくく、通常の運動よりも体に大

きな負荷がかかり、脱水症状が進行しやすいため、より熱中症に

気を付けなければなりません。 

ついては、近年の猛暑、また、梅雨時期が重なることもふくめ、

今年度から本校の水泳学習を 6 月（夏休み前）からではなく、

夏休み後に実施することになりました。 

そこで、つい先日、生徒に「水着販売のご案内（マツエイ）」

のプリントを配布したところです。 

中学生の成長は著しいため、昨年度まで着られていた水着が着ら

れなくなっている場合もあります。夏休みの間に、サイズなどの確

認を含め、水着の用意をお願いします。 

 

 

水難事故に気を付けましょう 
先日、「松ヶ江中学校の生徒？ らしき子どもたちが、曙橋、下吉志橋のところの河川に降りて

泳いで遊んでいる」という通報が入りました。近年、農業用水路・河川等での事故が多発してい

ます。特に、ゲリラ豪雨や梅雨時期の増水等の事故に巻き込まれるケースが増えているようです。

教育委員会からも以下の注意喚起が来ています。地域の方々も心配しています。以下のことにつ

いて、お子様への声掛けをお願いいたします。 
 

１ 河川で遊ぶときには  

○ 遊泳禁止区域等、危険箇所では決して遊ばない。 

○ 大人と一緒に行く。子どもだけでは遊びに行かない。 

○ 大雨注意報・警報が出ているとき、河川や水辺には行かない。 

２ 河川水難事故を防ぐには  

○ 河川が氾濫してからでは遅いので、早めに避難すること。 

○ 避難が遅れた時には、建物の高い場所に避難すること。 

○ 川の様子が急変する前兆（山鳴り・増水、水の濁り、流木・減水・腐った土や火薬のよう 

なにおい等）があれば、避難すること。 


